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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シアゾファミドおよびフェンアミドンから選択される殺真菌剤を含むことを特徴とする
、サプロレグニア（Ｓａｐｒｏｌｅｇｎｉａ）属の真菌によって引き起こされる、魚およ
び無脊椎動物ならびにこれらの全ての発育の段階における真菌症の治療のための組成物。
【請求項２】
　サプロレグニア属の真菌によって引き起こされる、魚および無脊椎動物ならびにこれら
の全ての発育の段階における真菌症に対する組成物の製造のための、シアゾファミドおよ
びフェンアミドンから選択される殺真菌剤の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、以下の群、２－［［［［１－［３－（１－フルオロ－２－フェニルエチル）
オキシ］フェニル］エチリデン］アミノ］オキシ］メチル］α－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチル－αＥ－ベンゼンアセトアミド、アミスルブロム、シアゾファミド、エネストロ
ビン、ファモキサドン、フェンアミドン、フルオキサストロビン、オリサストロビン、ピ
コキシストロビンおよびピリベンカルブから選択される少なくとも１種の殺真菌剤の使用
による、サプロレグニア（Ｓａｐｒｏｌｅｇｎｉａ）属、アクリャ（Ａｃｈｌｙａ）属、
アファノミセス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ）属および水産養殖において重要なその他の種
（下記で病原性真菌と呼ばれる）の真菌によって引き起こされる、魚および無脊椎動物な



(2) JP 5806708 B2 2015.11.10

10

20

30

40

50

らびにこれらの全ての発育の段階における真菌症の予防および治療のための方法に関する
。
【０００２】
　本発明は、同様に、サプロレグニア属、アクリャ属、アファノミセス属および水産養殖
において重要なその他の種の真菌（以下、病原性真菌と呼ぶ）によって引き起こされる、
魚および無脊椎動物ならびにこれらの全ての発育の段階における真菌症の予防および治療
のための、以下の群、２－［［［［１－［３－（１－フルオロ－２－フェニルエチル）オ
キシ］フェニル］エチリデン］アミノ］オキシ］メチル］α－（メトキシイミノ）－Ｎ－
メチル－αＥ－ベンゼンアセトアミド、アミスルブロム、シアゾファミド、エネストロビ
ン、ファモキサドン、フェンアミドン、フルオキサストロビン、オリサストロビン、ピコ
キシストロビンおよびピリベンカルブから選択される少なくとも１種の殺真菌剤を含む組
成物に関する。上記組成物は、特に病気の魚およびストレスを受けた魚における予防およ
び治療上の使用のために、全ての発育の段階における養魚および魚の飼育において使用さ
れている。
【０００３】
　本発明は、さらに、魚卵の抗真菌処置のための組成物の使用に関する。
【背景技術】
【０００４】
　世界的に増加している魚の需要のために、魚は、ますます、水産養殖において飼育され
ている。一例として、しかし制限的にではなく、以下の魚種、ナマズ、マス、サケ、パン
ガシウスおよびスズキに水産養殖に関連があると言及することができる。魚が互いに近接
しているために、このタイプの水産養殖は、病原体、特に病原性真菌に極めて影響されや
すい。魚および魚卵の両方ならびに他の発育の段階を攻撃する病原性真菌は、以下の属、
サプロレグニア・ヒポジナ（Ｓａｐｒｏｌｅｇｎｉａ　ｈｙｐｏｇｙｎａ）、サプロレグ
ニア・フェラックス（Ｓ．ｆｅｒａｘ）、サプロレグニア・アウストラリス（Ｓ．ａｕｓ
ｔｒａｌｉｓ）、サプロレグニア・デクリナ（Ｓ．ｄｅｃｌｉｎａ）、サプロレグニア・
ロンギカウリス（Ｓ．ｌｏｎｇｉｃａｕｌｉｓ）、サプロレグニア・ミクスタ（Ｓ．ｍｉ
ｘｔａ）、サプロレグニア・パラシチカ（Ｓ．ｐａｒａｓｉｔｉｃａ）、サプロレグニア
・スポランギウム（Ｓ．ｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）、サプロレグニア・ヴァリアビリス（Ｓ
．ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ）、アファノミセス・インヴァダンス（Ａｐｈａｎｏｍｙｃｅｓ
　ｉｎｖａｄａｎｓ）およびアクリャ・フラゲラタ属種（Ａｃｈｌｙａｆｌａｇｅｌｌａ
ｔａ　ｓｐ．）に属する。
【０００５】
　真菌症の結果、生産魚および観賞魚さらに甲殻類および他の無脊椎動物の養殖および飼
育は高い経済的損失が生じている（Ｂｒｕｎｏ，Ｄ．Ｗ，Ｗｏｏｄ，Ｂ．Ｐ．，１９９９
：Ｓａｐｒｏｌｅｇｎｉａ　ａｎｄ　ｏｔｈｅｒ　Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ．Ｉｎ：Ｗｏｏ，
Ｐ．Ｔ．Ｋ．，Ｂｒｕｎｏ，Ｄ．Ｗ．（Ｅｄ）：Ｆｉｓｈ　Ｄｉｓｅａｓｅｓ　ａｎｄ　
Ｄｉｓｏｒｄｅｒ．Ｖｏｌ．３　Ｖｉｒａｌ，Ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ａｎｄ　ｆｕｎｇａ
ｌ　ｉｎｆｅｃｔｉｏｎｓ．ＣＡＢ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｗａｌｌｉｎｇｆｏ
ｒｄ）。
【０００６】
　現在までのところ、しかしながら、魚の真菌症の抑制に適したわずかな物質しか知られ
ていない。
【０００７】
　過去、マラカイトグリーンは、真菌症の予防および治療のための活性物質としてしばし
ば使用された。しかし、この物質は、発癌性、突然変異誘発性および催奇形性のために、
魚卵の処理用にドイツにおいてのみ許容されているが、魚の処理用には許可されていない
（Ｍｅｙｅｒ，Ｆ．Ｐ．；Ｊｏｒｇｅｎｓｏｎ．Ｔ．Ａ．，１９８３：Ｔｅｒａｔｏｌｏ
ｇｉｃａｌ　ａｎｄ　ｏｔｈｅｒ　ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　ｍａｌａｃｈｉｔｅ　ｇｒｅ
ｅｎ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｒａｉｎｂｏｗ　ｔｒｏｕｔ　ａｎｄ　ｒ
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ａｂｂｉｔｓ．Ｔｒａｎｓ．Ａｍ．Ｆｉｓｈ．Ｓｏｃ．１１２，８１８－８２４，（Ｂｕ
ｎｄｅｓｉｎｓｔｉｔｕｔ　ｆｕｒ　ｇｅｓｕｎｄｈｅｉｔｌｉｃｈｅｎ　Ｖｅｒｂｒａ
ｕｃｈｅｒｓｃｈｕｔｚ　ａｎｄ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｅｒｍｅｄｉｚｉｎ［Ｆｅｄｅｒａ
ｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｈ
ｅａｌｔｈ　ａｎｄ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ］，２００２）。マラカ
イトグリーンは染料であり、水の変色および処理した魚の変色をもたらすことがある。さ
らに、マラカイトグリーンは、長い半減期を有しているので、後に消費されることになる
魚に残留物をもたらすことがある（Ｄ．Ｊ．Ａｌｄｅｒｍａｎ　ｉｎ　Ｊｏｕｒｎａｌ　
ｏｆ　Ｆｉｓｈ　Ｄｉｓｅａｓｅｓ　８．（１９８５）２８９－２９８）。
【０００８】
　さらに、今日、ホルマリンは使用されているが、これは、病原性真菌に対して一定の殺
真菌作用を有するが、実用において満足のいくものではなく、その上、特にクローズドシ
ステムにおいて職業上の安全問題を引き起こしている。
【０００９】
　ドイツ特許第１０２３７７４０号明細書において、養魚における天然および合成腐植物
質の使用が記載されている。
【００１０】
　特定のベンジルイミダゾールは、サプロレグニア・パラシチカに対してインビトロで作
用することが、ドイツ特許第２０３７６１０号明細書から既に知られている。しかし、養
魚における潜在的な用途については何も言及されていない。
【００１１】
　中国特許第１４７２４４８号明細書において、殺真菌活性なハーブ配合物が、魚、エビ
およびカニにおけるサプロレグニアに対する薬剤としての使用のために記載されている。
この配合物は、ガラ・チャイネンシス（Ｇａｌｌａ　Ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）４０－７０、
コルテックス・フェロデンドリ（Ｃｏｒｔｅｘ　Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｉ）（フェロデ
ンドロン・チャイネンス（Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏｎ　ｃｈｉｎｅｎｓｅ）および／ま
たはフェロデンドロン・アムレンス（Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏｎ　ａｍｕｒｅｎｓｅ）
）１０－３０、パエオニア・スッフルティコサ（Ｐａｅｏｎｉａ　ｓｕｆｆｒｕｔｉｃｏ
ｓａ）の皮１０－３０、およびホウトトゥイニア・コルダタ（Ｈｏｕｔｔｕｙｎｉａ　ｃ
ｏｒｄａｔａ）１０－３０ｗｔ％を含む。
【００１２】
　様々なポリフェノールを含む茶抽出物も使用することができる（特許３６９８７４５号
公報）。
【００１３】
　国際公開第０４／００２５７４号パンフレットにおいて、グルカナーゼを含む酵素混合
物が、魚およびこれらの発育段階（卵）における真菌症の予防および治療のために記載さ
れている。
【００１４】
　国際公開第９８／０５３１１号パンフレットにおいて、ブロモポール（ｂｒｏｍｏｐｏ
ｌ）（ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール）が、水生生物、特にサケおよび
この卵の様々な疾患の抑制のために使用されている。
【００１５】
　さらに、サプロレグニア疾患に対する二酸化塩素（国際公開第９５／１８５３４号パン
フレット）、３－フェノキシカルボニルメトキシ－１，１，２－トリヨード－１－プロペ
ン（特開昭５７１１６０１２号公報）および２－ピリジンチオール１－オキシド（特公昭
４７０１９１９１号公報）の使用が知られている。
【００１６】
　魚の真菌症の抑制のためのクレソキシム－メチルの使用が、国際公開第９７／００６６
９０号パンフレットから知られている。
【００１７】
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　しかし、一方では、これらの物質の有効性は、特に低用量において、しばしば十分では
ない。他方では、魚毒（ｐｉｓｃｏｔｏｘｉｃ）性のために、処理の適合性の制限が生じ
ることがあるので、有効な用量を十分に使用できない。さらに、特にハーブまたは茶抽出
物または酵素混合物の正確な用量は、これらの様々な活性物質含有量のために困難である
。さらに、これらの配合物の使用は、個別の魚種および疾患にのみ適する。さらに、上記
配合物の使用は、使用および魚の消費の間に長い待機時間を必要とするので、これらの毒
性のために漁獲（取り入れ）前の長期間しばしば制限される。
【００１８】
　最新の抗真菌剤に対する環境上および経済的な要求は、例えば、作用、毒性、選択性、
施用量、残留物形成および好都合な生産可能性の範囲に関するかぎり、継続的に増加して
いるので、少なくとも小地域において、既知の抗真菌剤に比べて利点を有する新規の抗真
菌剤を開発するという継続的な課題がある。
【００１９】
　さらに、これらの物質は、有毒な副作用を有する。例えば、ホルマリン、クロラミンＴ
およびマラカイトグリーンシュウ酸塩の使用は、いくつかの副作用およびリスクをしばし
ば伴い、例えば、これは、発癌可能性、突然変異誘発可能性、染色体損傷可能性および催
奇形可能性を有し、呼吸毒として作用し、さらに、組織病理学的後遺症および多臓器損傷
および生化学的血液パラメータの著しい変化が起こる（Ｓａｎｃｈｅｚ　ｅｔ　ａｌ．１
９９８；Ｓｒｉｖａｓｔａｖａ　ｅｔ　ａｌ．２００４；ｆｒｏｍ　Ｓｔ．Ｈｅｉｄｒｉ
ｃｈ　ｄｉｓｓｅｒｔａｔｉｏｎ，２００５）。
【００２０】
　純粋な消毒剤に加えて、他の物質も使用されている。これらには、酢酸（浸漬処理用）
、塩化ナトリウムおよび塩化カルシウム（浸透圧調節処理）、炭酸ナトリウムおよび二酸
化炭素（魚の麻酔用）および亜硫酸ナトリウム（産卵の改善用）およびポビドンヨード（
魚卵の表面の消毒用）が含まれる。
【００２１】
　従来の予防および療法が不利である理由は、例えば、抗生物質、化学療法剤およびトリ
フェニル染料、とりわけ、細菌性疾患、寄生虫疾患および環境関連疾患の排除のためおよ
び収量増加のための活性物質の長期の大量の、また場合によって無分別な使用に起因する
。この使用から、ある場合には、好ましくない耐性状況が、動物およびヒトにおける疾患
の治療について発生した。さらに、従来の組成物の使用は、重症な副作用、リスクおよび
環境損害をしばしば伴う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２２】
【特許文献１】独国特許発明第１０２３７７４０号明細書
【特許文献２】独国特許発明第２０３７６１０号明細書
【特許文献３】中国特許第１４７２４４８号明細書
【特許文献４】特許第３６９８７４５号公報
【特許文献５】国際公開第２００４／００２５７４号
【特許文献６】国際公開第９８／０５３１１号
【特許文献７】国際公開第９５／１８５３４号
【特許文献８】特開昭５７－１１６０１２号公報
【特許文献９】特公昭４７－０１９１９１号公報
【特許文献１０】国際公開第９７／００６６９０号
【非特許文献】
【００２３】
【非特許文献１】Ｂｒｕｎｏ，Ｄ．Ｗ，Ｗｏｏｄ，Ｂ．Ｐ．，１９９９：Ｓａｐｒｏｌｅ
ｇｎｉａ　ａｎｄ　ｏｔｈｅｒ　Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ．Ｉｎ：Ｗｏｏ，Ｐ．Ｔ．Ｋ．，Ｂ
ｒｕｎｏ，Ｄ．Ｗ．（Ｅｄ）：Ｆｉｓｈ　Ｄｉｓｅａｓｅｓ　ａｎｄ　Ｄｉｓｏｒｄｅｒ
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．Ｖｏｌ．３　Ｖｉｒａｌ，Ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ａｎｄ　ｆｕｎｇａｌ　ｉｎｆｅｃｔ
ｉｏｎｓ．ＣＡＢ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｗａｌｌｉｎｇｆｏｒｄ
【非特許文献２】Ｍｅｙｅｒ，Ｆ．Ｐ．；Ｊｏｒｇｅｎｓｏｎ．Ｔ．Ａ．，１９８３：Ｔ
ｅｒａｔｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｎｄ　ｏｔｈｅｒ　ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　ｍａｌａｃｈ
ｉｔｅ　ｇｒｅｅｎ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｒａｉｎｂｏｗ　ｔｒｏｕ
ｔ　ａｎｄ　ｒａｂｂｉｔｓ．Ｔｒａｎｓ．Ａｍ．Ｆｉｓｈ．Ｓｏｃ．１１２，８１８－
８２４，（Ｂｕｎｄｅｓｉｎｓｔｉｔｕｔ　ｆｕｒ　ｇｅｓｕｎｄｈｅｉｔｌｉｃｈｅｎ
　Ｖｅｒｂｒａｕｃｈｅｒｓｃｈｕｔｚ　ａｎｄ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｅｒｍｅｄｉｚｉｎ
［Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｆｏｒ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　Ｈｅａｌｔｈ　ａｎｄ　Ｖｅｔｅｒｉｎａｒｙ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ］），２
００２
【非特許文献３】Ｄ．Ｊ．Ａｌｄｅｒｍａｎ　ｉｎ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｆｉｓｈ　
Ｄｉｓｅａｓｅｓ　８．（１９８５）２８９－２９８
【非特許文献４】Ｓａｎｃｈｅｚ　ｅｔ　ａｌ．１９９８；Ｓｒｉｖａｓｔａｖａ　ｅｔ
　ａｌ．２００４；ｆｒｏｍ　Ｓｔ．Ｈｅｉｄｒｉｃｈ　ｄｉｓｓｅｒｔａｔｉｏｎ，２
００５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　したがって、水産養殖の分野において、商業的養魚の生産性を低下させる病原体を抑制
する有効手段の増加したニーズが存在する。魚の疾患の発生の場合、主として予防的な性
格の早期介入および疾患を誘発する要因の回避および軽減は、ますます大きくなる役割を
果たす。このため、別の処理の可能性をさがすことは、際だった重要性を有している。使
用可能な手段は、広範な病原体範囲を抑制し、現存する安全指針に合致する必要がある。
本発明は、これらの基準を満たし、さらなる利点を生ずる。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　今、驚くべきことに、以下の群、２－［［［［１－［３－（１－フルオロ－２－フェニ
ルエチル）オキシ］フェニル］エチリデン］アミノ］オキシ］メチル］α－（メトキシイ
ミノ）－Ｎ－メチル－αＥ－ベンゼンアセトアミド、アミスルブロム、シアゾファミド、
エネストロビン、ファモキサドン、フェンアミドン、フルオキサストロビン、オリサスト
ロビン、ピコキシストロビンおよびピリベンカルブから選択される少なくとも１種の殺真
菌剤は、サプロレグニア属、アクリャ属、アファノミセス属の真菌によって引き起こされ
る、魚、エビ、カニおよび他の無脊椎動物ならびにこれらの全ての発育の段階における真
菌症、とりわけサプロレグニア属種により引き起こされる真菌疾患の予防および治療の両
方の目的に極めて適することが見出された。本発明による組成物は、サプロレグニアおよ
び／またはアクリャおよび／またはアファノミセス属種によって引き起こされる真菌症の
抑制に適している。
【００２６】
　先行技術から知られる物質または治療方法に比較して、治療における前述の殺真菌剤の
使用は、次の利点を有する。すなわち、これらは、良好な有効性を示し、魚の体に望まし
くない程度には蓄積せず、これらは、好ましい環境上および他の毒物学上の性質を有し、
生物群集に許容されない影響を示さない。
【００２７】
　したがって、本発明は、全ての魚の個体群およびこれらの発育の段階における魚の真菌
症、とりわけ、サプロレグニア病原体によって引き起こされるものの抑制のための、以下
の群、２－［［［［１－［３－（１－フルオロ－２－フェニルエチル）オキシ］フェニル
］エチリデン］アミノ］オキシ］メチル］α－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－αＥ－
ベンゼンアセトアミド、アミスルブロム、シアゾファミド、エネストロビン、ファモキサ
ドン、フェンアミドン、フルオキサストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン
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およびピリベンカルブから選択される少なくとも１種の殺真菌剤の使用に関する。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明による方法に使用される殺真菌剤は、農薬活性物質として既に知られている（例
えば、Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，１３ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ参照）。
【００２９】
　魚の疾患は、魚飼育（ａｑｕａｒｉｓｔｉｃｓ）および野生の魚の個体群における養魚
および水産養殖に影響を及ぼす。疾患の様々なタイプを、ここで、遺伝性疾患、感染性お
よび寄生虫疾患、外傷、水に関連した損傷および飼育状態におけるストレス要因による損
傷などに分類することができる。複雑な相互関係が、防御能力、病原体および生活状態の
間に広がっており、これが感染性疾患の発症を最終的に決定する。多数の広範囲の魚の疾
患が、寄生虫の攻撃によって引き起こされる。寄生虫は、養殖における幼若動物の死の事
例の約５０パーセントに関与もする。病原体のタイプに応じて、寄生虫による攻撃は、じ
わじわとまたは爆発的に起こることがあり、プールの多くの動物または全ての動物が疾患
に確実に感染することがある。真菌、細菌およびウイルスも魚に疾患を引き起こすことが
ある。
【００３０】
　真菌によって引き起こされる疾患は、真菌症と呼ばれる。これは、ここで、二次感染、
すなわち、真菌症の前に、他の疾患が既に魚またはプールを攻撃していたことの問題であ
り得る。真菌は、初めは寄生的に生きることもある。真菌は、壁で囲まれた境界も有する
ので、皮膚を貫通する真菌症は、治療が非常に困難である。
【００３１】
　サプロレグニアは、卵菌類のクラスに属する。病気の魚は、以下の症状を示す。すなわ
ち、これらは、表面に白色、綿毛様、灰白色の真菌感染を示す。これらの真菌は、保護粘
膜層または表皮が損傷している場合、しばしば魚にコロニー形成することがある。このよ
うな真菌の増殖は、他の生物による刺し傷もしくは咬傷または機械的損傷の結果ばかりか
、温度または廃水の影響にもよることもある。しかし、同様に危険にさらされるのは、魚
卵である。真菌は、全ての範囲の淡水に自然に発生し、衰弱した魚を攻撃する。特に老齢
の雄のマスは強く侵されるようにしばしば見える。サプロレグニアは、二次的に発生する
弱い寄生、および直接的に魚およびこれらの卵を攻撃し得る一次寄生の両方である。これ
は、全てのタイプの魚を偶然に攻撃し得る。
【００３２】
　漁獲、輸送および飼育の場合に生ずる魚の損傷の回避および治療における適用の範囲を
示して、魚の飼育および卵の処理における結果を改善することならびに水産養殖および養
殖における施設の支障のない操業を保証することが、本発明の目的である。
【００３３】
　殺真菌剤は、純粋な形態で、ならびに様々な可能な異性体、特に、ＥおよびＺ、トレオ
およびエリトロなどの立体異性体、さらにＲおよびＳ異性体またはアトロプ異性体などの
光学異性体、さらに適切な場合には互変異性体の混合物としての両方で存在し得る。本発
明は、純粋な異性体およびこれらの混合物の両方を含む。
【００３４】
　上記に定義された置換基のタイプに応じて、上記の殺真菌剤は、酸性または塩基性を有
し、塩、場合によってさらに分子内塩を形成し得る。殺真菌剤が、ヒドロキシル、カルボ
キシルまたは酸性を誘導する他の基を所持している場合、これらの化合物は、塩基と反応
させて塩を得ることができる。適切な塩基は、例えば、アルカリ金属およびアルカリ土類
金属の水酸化物、炭酸塩、炭酸水素塩、特に、ナトリウム、カリウム、マグネシウムおよ
びカルシウムのもの、さらにアンモニア、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル基を有する第一級、
第二級および第三級アミン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルカノールのモノ－、ジ－およびトリア
ルカノールアミン、コリンおよびクロロコリンである。殺真菌剤が、アミノ、アルキルア
ミノまたは塩基性を誘導する他の基を所持している場合、これらの化合物は、酸と反応さ
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せて塩を得ることができる。適切な酸は、例えば、塩酸、硫酸およびリン酸などの鉱酸、
酢酸またはシュウ酸などの有機酸、およびＮａＨＳＯ４およびＫＨＳＯ４などの酸性塩で
ある。このように得られる塩も殺真菌性を有する。
【００３５】
　本発明により使用される殺真菌剤は上記に記載されている。
【００３６】
　以下の群、アミスルブロム、シアゾファミド、エネストロビン、ファモキサドン、フェ
ンアミドン、フルオキサストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビンおよびピリ
ベンカルブから選択される殺真菌剤は好ましい。
【００３７】
　以下の群、エネストロビン、ファモキサドン、フェンアミドン、フルオキサストロビン
、オリサストロビンおよびピコキシストロビンから選択される殺真菌剤は、特に好ましい
。
【００３８】
　以下の群、フェンアミドンおよびファモキサドンから選択される殺真菌剤は、非常に特
に好ましい。
【００３９】
　さらに、以下の群、エネストロビン、オリサストロビンおよびフルオキサストロビンか
ら選択される殺真菌剤は、非常に特に好ましい。
【００４０】
　フェンアミドンおよびフルオキサストロビンから選択される殺真菌剤は特に好ましい。
【００４１】
　本発明による方法、使用および組成物において、単一の殺真菌剤および２種以上の殺真
菌剤の組合せの両方が選択され得る。
【００４２】
　本発明によれば、殺真菌剤は、水産養殖施設の水、例えば、孵化施設、飼育池、飼育槽
、丸い水泳プール、肥育プール、水族館、自然のスポーツフィッシュ水域および海水魚養
殖場に添加され、これらの作用によって、病原性真菌の増殖の抑制または破壊が引き起こ
される。この意味での水産養殖施設は、淡水、汽水または海水における魚または無脊椎動
物の飼育に使用される施設である。殺真菌剤は水に添加される。用量は、水産養殖施設の
水の状態（有機性汚濁）、殺真菌剤の活性および処理する魚の発育の段階に基づく。現存
する真菌症を抑制し新しい感染症の発生を防止する活性レベルが、連続式またはバッチ式
の添加により維持される。
【００４３】
　施用量は、魚のタイプおよび発育の段階ならびに殺真菌剤のタイプに応じて、０．１μ
ｇ／ｌから１ｇ／ｌ、好ましくは１μｇ／ｌから１００ｍｇ／ｌ、特に好ましくは５μｇ
／ｌから１００ｍｇ／ｌの活性物質である。より高い濃度は、一般的に必要ではないが、
化合物または施用のタイプに応じて、特に、例えば、飼育槽または水族館などの人工シス
テムにおいて、卵、幼生期および幼若期の処理において有用であり得る。
【００４４】
　真菌症に対する作用は、殺真菌剤は、水産養殖施設の水性媒体中で、自由な形態で使用
されるのみならず、保護すべき生物またはこれらの卵の表面（粘膜）に付着されることに
おいてさらに達成される。この手法は、感染の高い危険によってより高い殺真菌剤含有量
が必要となる場合、または水産養殖施設の高い水の処理量の場合、殺真菌剤混合物の連続
式添加が可能でない場合に好ましい。付着は、使用されるのが好ましい殺真菌剤の付着性
を増す殺真菌剤混合物質に加えての、高い殺真菌剤濃度における一時的プレインキュベー
ションによる動物またはこれらの卵の処理によって達成される。
【００４５】
　殺真菌剤の有効量は、約１μｇから１０ｍｇ／ｋｇ／日の魚のための例示的な供与量率
を含み、これは、単一用量でまたは１日あたり１から４回などの単一の分割用量の形態で
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投与され得る。好ましくは、化合物は、単一用量でまたは２から４分割された用量で投与
される１０ｍｇ／ｋｇ／日未満の用量で投与される。
【００４６】
　活性物質は、直接的に投与または使用前に通例の不活性担体と混合して投与することが
できる。基本的に、水中または保護すべき生物またはこれらの卵の表面（粘膜）上の活性
物質の均一な分配を促進または保証する物質が不活性担体として適している。
【００４７】
　これらのそれぞれの物理的性質および／または化学的性質に応じて、活性物質は、溶液
、乳濁液、懸濁液、粉末、泡沫、ペースト、顆粒、エアロゾル、ポリマー材料中の微細な
カプセル封入および種子のためのコーティング組成物、および極微量の冷および温ミスト
配合物などの通例の配合物に変換することができる。
【００４８】
　これらの配合物は、既知の方法で、例えば、適切ならば（乳化剤および／または分散剤
および／または泡沫生成剤である）界面活性剤を使用して、活性物質を（液体溶媒、圧力
下の液化ガスおよび／または固体担体である）増量剤と混合することによって生産される
。増量剤としての水の使用の場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として使用することも可
能である。適切な液体溶媒は、一般的に、キシレン、トルエンまたはアルキルナフタレン
などの芳香族化合物、クロロベンゼン、クロロエチレンまたは塩化メチレンなどの塩素化
芳香族化合物または塩素化脂肪族炭化水素、シクロヘキサンまたはパラフィン（例えば、
石油留分）などの脂肪族炭化水素、ブタノールまたはグリコールなどのアルコール、およ
びこれらのエーテルおよびエステル、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトンまたはシクロヘキサノンなどのケトン、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスル
ホキシドなどの強い極性溶媒、および水である。液化ガス増量剤または担体は、常温にお
いて常圧下でガスである液体、例えば、ハロゲノ炭化水素およびブタン、プロパン、窒素
および二酸化炭素などのエアロゾル噴射剤を意味する。適切な固体担体は、例えば、カオ
リン、クレイ、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、モンモリロナイトまたは珪
藻土などの天然粉砕鉱物ならびに高分散シリカ、アルミナおよびケイ酸塩などの粉砕合成
鉱物を意味する。顆粒のために適切な固体担体は、例えば、方解石、軽石、大理石、セピ
オライト、ドロマイトなどの粉砕し分別した天然岩石ならびに無機および有機荒粉の合成
顆粒、ならびにのこ屑、ヤシ殻、トウモロコシ穂軸およびタバコ茎などの有機物質の顆粒
である。適切な乳化剤および／または泡沫生成剤は、例えば、ポリオキシエチレン脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル、例えば、アルキルアリールポリ
グリコールエーテル、アルキルスルホネート、アルキルスルフェート、アリールスルホネ
ートおよびタンパク質加水分解物などの非イオン性およびアニオン性乳化剤である。適切
な分散剤は、例えば、リグニン亜硫酸塩廃液およびメチルセルロースである。
【００４９】
　カルボキシメチルセルロース、アラビアゴム、ポリビニルアルコール、ポリビニルアセ
テートなどの天然および合成の微粉の、粒状またはラテックス様のポリマー、ならびにケ
ファリンおよびレシチンなどの天然リン脂質、および合成リン脂質などの接着剤を配合に
使用することができる。さらなる添加剤は、鉱油および植物油であってよい。
【００５０】
　無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタンおよびペルシアンブルー、ならびにアリザリン
染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料などの有機染料などの着色剤、ならびに鉄
、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の塩などの微量栄養素を使用
することができる。
【００５１】
　配合は、一般的に、０．１から９５重量パーセントの間の活性物質を含み、好ましくは
０．５から９０重量％の間の活性物質を含む。
【００５２】
　本発明は、真菌症を患う魚およびこれらの全ての発育の段階の有効な殺真菌剤による治
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療の方法に関する。
【００５３】
　特定の用量および投与の頻度は、魚の特定のタイプについてまた発育段階に応じて変わ
り、使用される特定の化合物の効能、この化合物の代謝的安定性および作用の長さ、魚種
、魚齢、体重、全般的な健康状態、性別および飼料、投与の性質および時間、排せつ率お
よび特定の状態の重篤性を含めた多数の要因によって決まり得ることは明らかである。
【００５４】
　したがって、本発明は、それを用いてサプロレグニア疾患または他の魚の疾患を、この
目的に有効な量で治療し得る少なくとも１種の殺真菌剤、および薬学的に許容される担体
または薬学的に許容される希釈剤を含む獣医薬を入手可能にする。本発明による組成物は
、以下に記載された他の治療薬を含むことができ、例えば、所望の投与に適するタイプの
医薬品添加物（例えば、賦形剤、結合剤、保存料、安定剤、調味料など）などの通常の固
体もしくは液体担体または希釈剤を用いて、製剤（ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　ｇａ
ｌｅｎｉｃｓ）の分野で周知されたまたは許容される薬務により求められた技術に従って
配合することができる。
【００５５】
　上記に記載された有効な殺真菌剤は、任意の所望の適切な手段、例えば、錠剤、カプセ
ル、顆粒または粉末の形態などで経口的に、舌下で、頬側に、皮下、静脈内、筋内または
胸骨内注射または注入技術（例えば、無菌の、注射用、水性または非水性溶液または懸濁
液として）を用いるなどの非経口で、クリームまたは軟膏の形態などで局所にまたは無毒
の薬学的に許容される担体または希釈剤を含む単位用量製剤によって投与することができ
る。殺真菌剤は、例えば、即時放出または持続放出に適した形態で投与することができる
。即時放出または持続放出は、上記に記載された有効な殺真菌剤を含む適切な薬剤の使用
または、特に持続放出の場合、皮下移植または浸透圧ポンプなどのデバイスの使用により
達成することができる。化合物は、リポソームで投与することもできる。例えば、活性成
分は、上記に記載された殺真菌剤のリストからの単位用量あたり約５から約５００ｍｇの
化合物または化合物の混合物を含む錠剤、カプセル、溶液または懸濁液などの組成物に、
または局所形態に（０．０１から５％の殺真菌剤、１日あたり１から５回の処理）使用す
ることができる。これは、生理学的に許容される担体、賦形剤、結合剤、保存料、安定剤
、調味料などとまたは局所担体と通常の方法で混合することができる。化合物は、非経口
投与のための無菌溶液または懸濁液などの組成物に製剤化することもできる。約０．１か
ら５００ｍｇの殺真菌剤を、許容される薬務により求められるように、生理学的に許容さ
れる担体、賦形剤、結合剤、保存料、安定剤などと単位用量形態に混合することができる
。これらの組成物または配合物における活性物質の量は、好ましくは、指示された範囲に
おける適切な用量が得られる量である。
【００５６】
　経口投与のための例示的な組成物は、例えば、塊にするための微結晶性セルロース、懸
濁化剤としてのアルギン酸またはアルギン酸ナトリウム、粘度増強剤としてのメチルセル
ロースおよび業界で知られているものなどの甘味料または調味料、ならびに例えば、微結
晶セルロース、リン酸二カルシウム、デンプン、ステアリン酸マグネシウムおよび／また
はラクトースを含むことができる即時放出性の錠剤ならびに／または業界で知られている
ものなどの他の賦形剤、結合剤、増量剤、崩壊剤、希釈剤および潤滑剤を含むことができ
る懸濁液を含む。成形錠剤、圧縮錠剤または凍結乾燥錠剤は、使用することができる例示
的な形態である。例示的な組成物は、殺真菌活性物質をマンニトール、ラクトース、スク
ロースおよび／またはシクロデキストリンなどの急速な溶解性の溶媒と配合したものを含
む。このタイプの配合において、セルロース（アビセル）またはポリエチレングリコール
（ＰＥＧ）などの高分子量の賦形剤も存在し得る。このタイプの配合物は、ヒドロキシプ
ロピルセルロース（ＨＰＣ）、ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、ナト
リウムカルボキシメチルセルロース（ＳＣＭＣ）、無水マレイン酸コポリマー（例えば、
Ｇａｎｔｒｅｚ）などの粘膜への接着を助けるための賦形剤およびポリアクリル酸コポリ
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マー（例えば、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　９３４）などの放出の制御のための手段も含むことが
できる。潤滑剤、流動促進剤、調味料、着色剤および安定剤を、より容易な調製および使
用のために添加することもできる。
【００５７】
　上記に記載された殺真菌剤は、単独でまたはさらなる他の殺真菌剤と組み合わせてのい
ずれかで投与することができる。魚の真菌症に対する作用を同様に有する殺真菌剤の併用
は、この作用をしかるべく有効に保護して活性物質に対する真菌病原体の耐性の形成を防
止するために特に有用である。
【００５８】
　治療剤の有効性の確認は、実験室試験によってまたは実験動物を用いる実験によって確
認することができる。実験室試験によって、それらの作用の効能に応じた、化合物の有効
性の正確な特徴付けが可能になる。このため、活性物質を人工培養媒体に添加し、インキ
ュベーション期間後に真菌の増殖を測定する。動物実験において、例えば、飼育している
魚からの卵を処理する。このため、治療剤を適切な濃度で魚卵が飼育されている水槽に添
加する。これは、例えば、養魚の間、インキュベーション槽に連続式に添加される水の流
れを用いて行われる。治療剤の供給後、水の置換を、一定の時間停止して治療剤が作用を
開始できるようにする。この処理は、数分間から数時間、一度にまたは数日間連続して実
施することができ、または１日または数日のリズムで実施することができる。この後、治
療剤を、水の置換を用いてインキュベーション槽から除去する。処理の有効性および許容
性を、生きている真菌に感染していない卵の数を用いて測定する。孵化魚、成熟魚または
成獣における有効性および許容性を、魚が養殖されている水槽において試験する。このた
め、治療剤を魚槽に添加する。治療剤の供給後、水の置換を一定時間停止して治療剤が作
用を開始できるようにする。この処理は、数分間から数時間、一度にまたは数日間連続し
て実施することができ、または１日または数日のリズムで実施することができる。治療の
有効性および許容性を、生きている魚の数および真菌感染の程度を用いて測定する。
【００５９】
　本発明は、以下の実施例によってより詳細に例示される。
【実施例】
【００６０】
（実施例１）
魚に寄生する真菌、例えばサプロレグニア属種に対する物質の有効性の測定
　サプロレグニア・パラシチカの分離株（ＣＢＳ　５４０．６７，Ｃｅｎｔｒａａｌｂｕ
ｒｅａｕ　ｖｏｏｒ　Ｓｃｈｉｍｍｅｌｃｕｌｔｕｒｅｓ，Ｂａａｒｎ，Ｎｅｔｈｅｒｌ
ａｎｄｓ）を、暗所において２０℃で、ＰＤ寒天培地（３９ｇ／ｌの最終濃度）上で培養
し複製する。ＥＤ５０値の測定のため、ＰＤ寒天培地のプレートを、０－０．０３－０．
１－０．３－１－３－１０－３０ｐｐｍの一連の濃度の試験対象の殺真菌剤で処理する。
それぞれの場合において、サプロレグニア・パラシチカを含む接種片を、様々な濃度の殺
真菌剤で処理したペトリ皿の中央に置く。
【００６１】
　プレートを、暗所において２０℃で３日間インキュベートし、次いで、寒天プレート上
の真菌の増殖を測定し、ＥＤ５０値を、未処理対照との比較から算出する。
【００６２】
　この試験において、例えば、殺真菌剤のフルオキサストロビン、フェンアミドン、シア
ゾファミド、ファモキサドンおよびピリベンカルブは、５ｐｐｍ以下のＥＤ５０値を示す
。
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